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特集―シニア人材がより活躍できる社会へ

　世界に先駆けて急速な少子高齢化が進行する中、我が国では「生涯現役社会」の実現が課題となっている。こ
うした問題意識を受けて2013年４月より65歳までの継続雇用が義務化されたが、一方で離転職を行う中高年齢
者の実態を把握することも重要である。
　そこで本調査では、45～74歳の中高年齢者を対象に、転職・再就職に関する実態、意識などについて調査機関
のモニターを活用して郵送調査を実施した。本調査の結果の詳細はJILPT調査シリーズNo.149「中高年齢者の
転職・再就職調査」として既に刊行されているが、本稿では主要な調査結果についてピックアップして紹介する。

１　�中高年齢者における転職の基本的な状況

　男女ともに45～74歳の調査対象者の約６割が転職
経験を持っていた（図１）。転職経験者内での平均転
職回数は、男性が2.4回、女性が2.7回だった。転職の
理由は男性では比較的多様性が見られる一方、女性で
は「家庭の事情（介護等）」が約３割を占めていた（図
２）。なお「家庭の事情（介護等）」には介護だけでな
く、家事・育児等も一定数含まれていると考えられる。
　転職で利用した機関・サービスの複数回答では「縁
故」が４割程度と最も多く、「求人情報誌等」が３割強、
「ハローワーク」が３割弱と続いた（図３）。
　転職経験者における直近の転職に要した求職期間は
「０カ月」が19.8%、「１～２カ月」が23.7%、「３～
５カ月」が13.8%であり、合計で約６割が
半年未満であった（図４）。求職活動に要し
た費用は約８割が「０円」であった（図５）。
　転職先の選定理由の複数回答では男性と
女性で選択率が変わらない項目が多かった

ものの、「通勤が便利」と「労働時間、休日等の労働
条件が良い」は女性が約４割、男性が２割以下と性差
が大きかった（図６）。
　一方、転職を希望しながら転職しなかった人にその

65歳以降の就業率は、転職経験のある人のほうが高い
――「中高年齢者の転職・再就職調査」結果から

 JILPT アシスタント ･ フェロー　鎌倉 哲史

JILPT調査

調査の実施方法
　本調査は調査機関の郵送調査協力モニターを用いて2015年１
月から２月にかけて実施された。母数約20万人のモニターから、
45歳～74歳までを男女別、年齢５歳区切りで各500人、計
6,000人を選定し調査票を郵送した。選定に際しては2012年
の就業構造基本調査の性別・年齢階層別の雇用形態、業種の分布
に合わせ、無職の人を含みサンプリングする方法を採った。最終
的に回収数は5,548票、うち有効票は5,357票となった（発送
数に占める有効回収率89.3%）。なお有効回収率について性差、
年齢階層間の差は無く、全ての区分で９割前後（420～460名
程度）という状況だった。最終的な性別比率は男性49.4%、女
性50.6%であり、平均年齢は59.6歳であった。

図２　転職経験者における転職理由 
（複数回答、転職経験のある人を対象、n=3,378）
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理由を尋ねたところ、男女ともに「新しい環境に不安
だったから」が約４割を占め最も多く、男性ではこれ
に加えて「賃金が下がるから」、「経験・能力を活かせ
ないと思ったから」の選択率も高かった（図７）。

２　�転職経験の有無ごとの65歳以上の�
就業者の状況

◆男性の場合
　回答時の年齢が65歳以上で、かつ64歳以下での転
職経験がある男性についてみてみると、
全体に占める現在就業中の人の比率（以
下「就業率」という）は40.5%で、うち
自営業を除く雇用者の比率（以下「雇用
者」という）は28.0%であった。これは
同じ条件で64歳以下での転職経験がな
い人の就業率26.5%、雇用率11.0%より
高い（図８左側）。
　次に直近の転職年齢ごとに見ると、ま
ず「54歳以下」で転職した人は就業率
が39.9%と最も高かった。ただしこの年
代で転職を経験し現在も就業中の人は半
分以上が正社員から自営業等に転職した
ケースであり、雇用率は18.5%に留まる。
一方、「55～59歳」、「60～64歳」で転
職を経験した人の場合、就業率自体は
「54歳以下」よりもやや低いものの雇
用率は直線的に増加し、「60～64歳」で
は31.8%と転職経験の無い人の３倍に達
していた（図８右側）。ただし、以上の
結果は転職経験の有無の背景にある多様
な文脈を無視した単純集計に基づくもの
で、直ちに「転職は良いこと」と解釈す
ることはできない。

図３　転職経験者における転職時に利用した機関・サービス 
（複数回答、n=3,378）

図４　転職経験者における転職に要した期間 
（n=3,378）

図５　転職経験者における転職に要した費用（n=3,378）

図６　転職経験者における転職先の選定理由（複数回答、n=2,331）

図７　転職未経験者において転職を希望しながら転職しなかった理由
（複数回答、n=887）
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◆女性の場合
　回答時の年齢が65歳以上で、か
つ64歳以下での転職経験がある女
性についてみてみると、就業率は
31.5%、 雇 用 率 は26.8%と、64歳
以下での転職経験がない人の就業率
19.2%（雇用率は14.4%）よりも高
かった（図９左側）。また、全体を
通して就業率に占める雇用者の割合
が大きく、自営業等は10%未満の
水準に留まった。
　直近の転職年齢別に見ると、まず
「54歳以下」では就業率19.2%（雇
用率は15.7%）と、転職経験が無い
人と同水準に留まった。一方、「55
～59歳」、「60～64歳」で転職を経
験した女性は65歳以上での就業率・
雇用率が大きく増加しており、「60
～64歳」の雇用率は45.5%と、男
性同様、転職経験がない人の３倍に
達していた（図９右側）。
　ただし女性については専業主婦等、
家庭に留まり一度も就業していない
人も「転職経験なし」かつ「未就業」
としてカウントされているため、転
職経験の有無が65歳以降の就業に
及ぼす影響は男性以上に解釈が難し
いと考えられる。

３　�中高年齢における転職
の前後での労働環境・
待遇の変化

　実際に中高年齢での転職を経験した人に転職前後の
状況を尋ねたところ、まず男性に関しては基本的に転
職年代が高いほど勤め先の従業員規模が小規模に移行
し、雇用形態としては非正社員が多くなり、仕事の種
類としては「運搬・清掃・包装等」が増加し、月あた
りの勤務日数は少なくなり（図10）、１日あたりの労働
時間は短くなり（図11）、月あたりの賃金は低下し（図
12）、労働単価（月の平均時給）は低下している（図13）。
　一方、女性の中高年齢での転職に関しては、月あた
りの勤務日数と月あたりの賃金は男性と同様に若年層

での転職と比較して低下傾向が顕著であり、また「運
搬・清掃・包装等」の比率が高まる傾向も同じである
ものの（図10、図12）、従業員規模、雇用形態、１日
あたりの労働時間、および労働単価については男性よ
りも転職に伴う変化が小さかった（図11、図13）。こ
れは女性の場合、転職前の時点で非正規のパート等が
多かったためと考えられる。
　なお、本稿では誌面の都合から割愛された「企業規
模」「雇用形態」「仕事の種類」のグラフは、JILPT調
査シリーズNo.149のp.67, p.69, pp.72-73に記載さ
れているので、ご関心のある読者は参照されたい。

図８　現在 65 歳以上の男性の現在の就業率・雇用率 
（64 歳以下での転職経験の有無および直近の転職年齢別）

図９　現在 65 歳以上の女性の現在の就業率・雇用率 
（64 歳以下での転職経験の有無および直近の転職年齢別）
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図 10　回答者の直近の転職年齢ごとの転職前後・現在の月あたりの勤務日数
（縦軸は構成比、以下同じ）
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図 11　回答者の直近の転職年齢ごとの転職前後・現在の１日あたりの労働時間
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図 12　回答者の直近の転職年齢ごとの転職前後・現在の月あたりの賃金

【男性】 【女性】

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

前 直後 現在

男性：44歳以下での転職（n=582）

0

10%

20%

30%

40%

50%

前 直後 現在

女性：44歳以下での転職（n=497）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

前 直後 現在

男性：45～54歳での転職（n=131）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

前 直後 現在

女性：45～54歳での転職（n=181）

0

10%

20%

30%

40%

50%

前 直後 現在

男性：55～59歳での転職（n=91）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

前 直後 現在

女性：55～59歳での転職（n=61）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

前 直後 現在

男性：60～64歳での転職（n=60）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

前 直後 現在

女性：60～64歳での転職（n=20）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

前 直後 現在

男性：65～69歳での転職（n=19）

0

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

前 直後 現在

女性：65～69歳

での転職（n=12）

１０万円未満 １０万円以上２０万円未満

２０万円以上４０万円未満 ４０万円以上



Business Labor Trend 2016.10

16

特集―シニア人材がより活躍できる社会へ

図 13　回答者の直近の転職年齢ごとの転職前後・現在の月の平均時給 
（ヒゲは第 1 四分位数、第 3 四分位数を表す）
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４　�中高年齢者の今後の転職に
関する希望・要望

　今後の転職で希望する雇用形態は60歳
未満の男性は約６割が「正社員」を希望し
ている一方、男性の60歳以降では３～４
割程度、女性全体では６割程度が「パート・
アルバイト」を希望していた（図14）。

５　�中高年齢における転職結果
への満足度

　転職結果への満足度については、全体で
は「とても満足している」が23.5%、「多
少は満足している」が32.9%であり、過半
数の人は満足していることが分かった。一
方、「多少は不満がある」が16.0%、「とて
も不満がある」が4.5%と、合計で約２割
の人は転職結果に不満を持っていることが
分かった。直近の転職年齢ごとに見ると、
「とても満足している」「多少は満足して
い る」 の 合 計 比 率 は「44歳 以 下」 で
60.6%、「45～54歳」で53.4%、「55～59
歳」で49.3%、「60歳以上」で55.4%であっ
た（図15）。

６　�中高年齢における転職結果
への満足度の規定要因

　ここで、45歳以上での転職・再就職の
満足度に焦点を当て、どのような要因が満
足度に影響するのか分析したところ表１の
結果を得た（注１）。全体としては、「45～
54歳での転職者」については多くの要因
が満足度の規定要因として偶然とは言えな
い程度に大きな影響力を持っていたが、その影響力は
転職時の年齢が高くなるにつれて失われている様子が
読み取れる（注２）。
　その中でも転職に伴う賃金減少は「45～54歳での
転職者」「55～59歳での転職者」においては満足度を
低下させる主要な要因であったが、「60歳以上での転
職者」においては有意ではなかった。すなわち、60

歳以上での転職にあたっては賃金が低下すること自体
で満足度が左右されない可能性が示唆された。
　また「60歳以上での転職者」においては「現在の
年齢」（注３）を除くとほとんど有意な説明変数が得ら
れなかったが、転職先選定理由（注４）のうち「自己適
性志向」のみ正の説明変数として有意であった。すな
わち、60歳以上での転職においては、「仕事の内容に

図 14　性別・年代ごとの今後の転職で希望する雇用形態 
（男性 n=2,646, 女性 n=2,711）

図 15　直近の転職年齢ごとの転職結果への満足度 
（転職年齢無回答を除く、n=3,374）
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興味があった」り、「能力・個性・
資格を生かせる」仕事を選んだ
人において、そうでない人より
も満足度が高くなることが示唆
された。

【注】
１�　この分析は重回帰分析と呼ばれるもの

で、ターゲットとなる１つの変数（今回
の場合は転職結果への満足度）の変動が、
他の複数の変数（今回の場合は自己適性
志向や転職に伴う賃金減少など）によっ
てどの程度説明されるかを検討するもの
である。大まかには、表１に示した「標
準化β」が正の値の場合は満足度を上げ
る促進要因、負の値の場合は満足度を下
げる阻害要因であると解釈することがで
きる。数値の絶対値が大きいほど、他の要因と比べて相対的に影響力が
大きい。特に数値の横に「*」がついている要因は、統計学的に見て有意
な要因であり、偶然とは言えない程度に大きな影響力が見られたと解釈
できる。

２�　ただし「転職前後での仕事の種類の変化」だけは、45～54歳での転職
においては負の説明変数として有意であったものが、50代後半での転職
においては正負が逆転している。一般論としては仕事の種類が変化して
しまうと、それまでのキャリアとの接続が悪くなるため満足度は低くな
ることが予想され、実際に「45～54歳での転職者」ではマイナスの要因
となっている。こうした中で、「55～59歳での転職者」において仕事の
種類の変化がプラスの要因に転じている理由としては、(１)体力の衰え
等の理由による合理的な仕事の種類の変化が多くなる、(２)出向・転籍
に伴う管理的な仕事等への移行が多くなる、などが考えられるが、いず
れにせよ本点については今後さらに精緻な検討が必要である。

３�　「現在の年齢」は「55～59歳での転職者」と「60歳以上での転職者」
の分析で有意な正の促進要因であった。つまり、回答者が現在高齢であ
るほど、過去の転職への満足度評価が高くなることが示唆された。この
結果は解釈が難しいが、１つの可能性として50代後半以降での転職直後
の苦労が加齢に伴って肯定的に評価されることなどが考えられる。つまり、
「転職直後は苦労して不満も高かったが、後から振り返るとあの時転職
して良かった」という心境変化である。ただし、この解釈を裏付けるデー
タは本調査からは得られておらず、本点については今後の課題としたい。

４�　なお、転職先の選定理由に関しては、因子分析と呼ばれる手法で４因
子を抽出し各因子への負荷量の高い項目の加算得点を投入した。詳しく
はJILPT調査シリーズNo.149のpp.87-88参照。
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鎌倉哲史（かまくら・てつし）
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表１　転職結果への満足度を説明する重回帰分析の結果 
（強制投入法、直近の転職年齢別）

説明変数

45～54歳
での転職者

（n = 531）
標準化β

55～59歳
での転職者

（n = 192）
標準化β

60歳以上
での転職者

（n = 222）
標準化β

基礎属性
現在の年齢 .06 .25 *** .26 ***
性別 .12 * -.04 .07
定年に伴う退職 － － .09

転職変化
転職前後での仕事の種類の変化 -.12 * .18 * .07
転職前後での業種の変化 .09 -.04 .01

転職先
選定理由

労働利便性志向 .18 *** .12 .09
優良企業志向 .09 * .12 .09
就業願望 -.13 ** -.11 -.12
自己適性志向 .14 *** .18 * .13 *

転職コスト
転職に要した求職期間（月換算） -.02 .02 -.05
転職に要した費用 -.01 -.01 -.10

転職先
の状況

転職直後の企業規模 .04 .01 .03
転職直後の雇用形態 .05 .11 .06
転職に伴う賃金減少 -.14 *** -.19 * .00

*** p < .001  ** p < .01  * p < .05 調整済み
R2 = .15***

調整済み
R2 = .15***

調整済み
R2 = .09**




